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国際問題』第 623 号、2013 年（30-41 頁））の 2 頁より抜粋する。 
 
（以下抜粋） 
 制度を通じて地域の安定化が可能な背景として、この地域固有の事情がある。第 1 にアジア
諸国の政策の優先順位の変化と域内経済的相互依存の進展、そして経済関係における緊密化に
伴う国際政治の変容。第 2 に民主主義の価値の浸透、特にアジアの国際関係において重要な位
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が難しいという実情がある。特に 2010 年代中期には中東地域で過激派イスラーム武装組織 IS
が「国家」を建設するという事態が発生しており、中央アジアからも数百人単位の若者が IS
に参加しているほか、2015 年にはキルギスやタジキスタンの首都でイスラーム過激派と治安
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実際に 2015 年 7 月にキルギスのビシュケクで IS と関係するとされる武装集団と戦闘が発生、
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スタン MDG レポート）2005 年）と非常に低く、男女格差も大きい70。人口の 4 分の 3 が住む
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1928 年には 12.1%とむしろ後退していた155。しかし 1928 年にウズベク政府は、村から共和国
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の人口が 1926 年の 360 万人から 1939 年の 230 万人に激減した165。カザフではカザフ人の人
口がロシア人の人口より少なくなっている。一方でウズベキスタンにおけるウズベク人の人口
は 1926 年の 340 万人から 1939 年の 400 万人と増加している。ウズベキスタンは綿花栽培の
中心地であり、1930 年代前半には綿花生産量が 3 倍にもなっている166。 
 ソ連の工業化は「社会主義的工業配置」と呼ばれる中央集権的な工業投資の配分によって行
われた。岩崎（2003 年）は中央アジア工業化には 4 つの時期があったと述べている167。 
第一の時期は共産党指導部の目標が重視され、中央アジア南部の紡績工業が拡大した 1928
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ていく180。1990 年 3 月カリモフは共和国第一書記からゴルバチョフにならって大統領に就任
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た194。それに倣う形でカリモフは共産党を「人民民主党」に改称した195。1991 年 12 月 29 日
の選挙（ダダバエフはウズベキスタンにおいて史上最も民主的な選挙であったとしている）で
はカリモフが 85%の得票によって当選し、対抗馬になり得た野党のサリーフは 12%であった196。
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を見たといえよう。2007 年の選挙は規定から 11 ヶ月遅れた 12 月に行われるといった事態が
発生し、やはりその選挙でもカリモフは当選した。この選挙では「選挙民イニシアチブ・グル
ープ」という政党からサイドフ国家人権センター代表が擁立されたが、大統領候補に推薦され









1992 年 1 月に地方出身の学生が主体となって学生暴動がタシケントで発生し、それを沈静化
させる目的で政府が地方に高等教育機関を作るという方針を固めると、ウズベキスタン政府の
民主化に対する考えは変化し、政府の役割として秩序の維持を強調するようになる199。 
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イスラーム過激派に感化された若者が IS に合流したり、2016 年のイスタンブール空港などの
国際的なテロの自爆要員となったりするなど、そのリスクはウズベキスタン国内のみの問題で
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キスタンに波及することを抑える結果をもたらしたことは事実である。1990 年 12 月を 100 と
したウズベキスタンの実質工業生産は、1995 年末の時点で 115.8 に達している。天然資源に恵
まれたトルクメニスタンですら 67.9（1995 年 3 月）、カザフスタンが 62.8（1995 年末）とな
り、キルギスが 57.0（1995 年末）、タジキスタンに至っては 31.7（1995 年末）に留まってい
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（国内総生産）は 620.6 億ドル（IMF 2014 年）、一人当たりの GDP は 2045.9 ドル（IMF 暫
定 2014 年）である。これは旧ソ連諸国ではタジキスタン。キルギスに次いで低い水準である
（ただしこれでも急激な成長は見せており、2012 年の一人あたりの GDP は 1721 ドル、2013
年には 1890 ドルであった。つまり一人あたりの GDP が 2000 ドルを超えたのはごく最近の事
である）。これに対して人口が約半分強（1600 万人）のカザフスタンの GDP は 2160.0 億ドル









成長率は 2005 年からの 10 年間で 7%から 9.5%の成長を維持、2014 年 8.1％に達し、2015 年
も 8.0%、2016 年には 7.8%と高水準で推移している。だがこれはインフレ率や公式レートとは











ればタジキスタンの場合、2007 年の統計から GDP に占める出稼ぎ労働者の送金の割合を 41%
以上と確定でき、50%を超えるという予想も可能であるとしている224。一方でウズベキスタン
は統計を出すのはかなり難しいが、ウズベキスタンからロシアへの出稼ぎ労働者の仕送りのウ
ズベキスタン GDP に占める割合について Ramani（2016 年）は 25%としている225。中央アジ
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 独立後のウズベキスタンの外交政策について、湯浅は 2003 年の時点で 3 つの時期があると
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 ソ連崩壊直後の 1992 年 2 月、アメリカのジェームズ・ベーカー国務長官は CIS 諸国を短期
間で訪れ、国交樹立と支援を約束した。これは中央アジア諸国も例外ではなかった236。これは
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ウズベキスタンのカリモフ大統領は 1994 年に日本を公式に訪問、5 億ドルの無償援助および
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に引き継がれた。ウズベキスタンでは 1999 年に JICA 事務所がタシケントに開設され、ウズ
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 日本も同時多発テロの直後に 2000 万ドル以上の緊急支援をウズベキスタンとタジキスタン
に行った249。これらの援助は農業機械の購入（タジキスタン）など、現地の政治的・社会的安
定のための地域経済発展の資本財として使用された。日本は少なくともこの時期には「中央ア
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 川口外相は 2004 年 8 月にウズベキスタン、カザフスタン、タジキスタン、キルギスを訪問
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―試される地域戦略―』北海道大学出版会、2009 年（23-38 頁）30 頁）といった研究者や日





























 2006 年 8 月、日本の小泉純一郎総理大臣が日本国首脳では初めて中央アジアを訪問した。訪
問地はカザフスタンのアスタナ、ウズベキスタンのタシケント、サマルカンドのみであり、日
程も 28 日から 30 日までと非常に短いものであった264。ただしこの訪問は 2 つの観点から重要
な意味を持っていた。第一に、上海協力機構の首脳会合の 1 週間前に「中央アジア+日本」第 2
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きっかけとなったアンディジャン事件が発生した 2005 年 5 月からわずか 1 年後の事であった
という点である。当時ウズベキスタンは中国、そしてこれまでタジキスタン内戦をきっかけと
して対立関係にあったロシアとの協力関係を強化する方針を鮮明にしていた266。 


















 しかし 2007 年に安倍が内閣改造を行った結果麻生は閣僚を辞職することになる。後任とな
った町村信孝は「自由と繁栄の弧」という概念を前面に出すことは控えるようになり、麻生の
構想は少なくとも対外的には一過性のものとなった。ただし麻生の構想は 2010 年代の日本の
中央アジア政策に影響を与えたことは事実である。麻生は 2007 年 3 月の日本国際フォーラム
における演説でも「自由と繁栄の弧」構想に言及、NATO と緊密に連携することを明言しなが
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■安倍首相の中央アジア 5 カ国歴訪 
2015 年 10 月に日本の安倍首相がウズベキスタンを訪問した際、カリモフ大統領は「ウズベ
キスタンに進出しようとしている国は沢山あるが、この中で一番良い影響を与えているのは日
本だ」と首脳会談で述べている。2015 年の安倍・カリモフ首脳会談では「中国の進出に対する




安倍が 2 回目の内閣を組閣した 2010 年代、日本がウズベキスタンをはじめとする中央アジ
ア外交を重視するようになった理由として、対中国を睨んだ外交政策であり、中央アジア諸国
にも中国の影響力に対してバランスを取れる国として日本を見るという、双方一致する動きが
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ている点を挙げることができる。Ramani は日本の 3 つの方針について、日本が新しい帝国主
義、覇権主義国家ではない事を中央アジア諸国に意識づけるため注意した結果であったと指摘
している282。 
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力条約」に中央アジア 5 カ国の首脳が調印したが、効力のあるものとはなっていない294。 
同じような対立構造はウズベキスタンとタジキスタンの間にも存在する。山岳国であるタジ
キスタンは中央アジアの水源の 55%を占めており、アムダリヤ川上流のヴァフシ川にソ連時代
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どからロシア重視の動きは着実に見られた。2002 年 6 月にウズベキスタンは上海協力機構の首
脳会談に参加、この時ウズベキスタンがロシアとの関係を重視する事が強調された。同時期に
グルジア（ジョージア）で行われた NATO の訓練にウズベキスタンは参加しなかった。カミロ
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2014 年 12 月にプーチンはタシケントを訪問し、カリモフとの首脳会談でウズベキスタンの
8 億 6000 万ドルの債務を免除することで合意がなされた。免除されるのはウズベキスタンが通
貨スムを採用したことで経済的に分離独立した後も商品や技術を輸入する上でロシアに対して
生じた債務であるとされている414。 
さらに、2016 年 3 月タス通信はロシアがウズベキスタンに対し、95%もの債務免除を行った
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たのは製造業の分野である。ウズベキスタン国内の GM 自動車の輸出は、2016 年 1 月の時点
で 2012 年の 6 分の 1 まで低下したとされる417。Ramani は債務免除によって投資が促進され
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要素として、①地域の安定、②人権、市場経済化、の 2 つを挙げることが出来る。この 2 つの
要素がウズベキスタンと欧米諸国の外交関係を深化させ、そして悪化させた。 
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は 2008 年頃から見られるとされ、カリモフはテルメズにあるドイツ軍基地に NATO に所属す
るアメリカ軍人が入るため入国することを部分的に認めた。2008 年 4 月にはカリモフはルーマ
ニアのブカレストで開催された NATO 最高会議に参加した。ここでウズベキスタンによって、
NATOが敵への非殺傷目的の物資や機器をウズベキスタン経由でアフガニスタンに輸送する可




らに NATO はナヴォイ空港を使用することが認められるようになった。 
2009 年 8 月にはアメリカ中央軍司令官デヴィット・ペトレイアスがウズベキスタンを訪問し
た。ペトレイアスとカリモフは会談でアメリカ・ウズベキスタンの関係の深化を確認し、軍事
交流などの実施についての協定が結ばれ、さらにアフガニスタンに武器を運ぶアメリカ軍機の





2009 年 12 月下旬、ウズベキスタンのウラジミール・ノロフ外相率いる訪問団をアメリカ訪問
に合わせる形で行われた433。2010 年 11 月にも新しいアメリカ中央軍司令官ジェームズ・マテ
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Kucera（2011 年） は 2011 年 12 月のニューヨークタイムズのコラムにおいて、アメリカは
安全保障における協力と政治的な関与は同時に行うのが効果的と見ていると分析している。
Kuceraがその根拠としてあげているのは 2011年 12月 19日オバマ政権下で国務長官を務めた
ジョン・ケリーによる上院における外交についての報告である。ケリーは「戦争に対応する短
期的なニーズ」と「中央アジアにおける安定的繁栄と民主主義の促進という長期的な利益」の
2 つが中央アジア諸国において存在し、アメリカが中央アジア外交を行う上でこの 2 つのバラ
ンスをとっていくかが重要となると報告している。ブレイク国務次官補がウズベキスタンに提
案した協力分野はテロ対策と市民社会の発展という分野を併存させているが、これもアメリカ













を挙げることができる。欧州復興開発銀行の支援は 1997 年から 2003 年の間に①中小企業、お
よび起業家精神の支援（これは日本のウズベキスタンへの支援と共通する。日本がウズベキス
タンで中小企業起業家を支援する理由については後述する）、②金融機関の強化支援、③道路を
中心とするインフラ整備、といった支援が行われている。実際には 2004 年の時点で以上 3 つ
の他、地域協力および地方自治体の公共事業への支援を重点分野とする事が明らかにされてい
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 2016 年 9 月 2 日、カリモフは大統領任期中に死去した。死因は脳溢血と発表されている。
カリモフが脳溢血で重体という報道は存在していたが、9 月 1 日の独立記念日の前日にはカリ
モフが文章を通じて全国民へのメッセージを表明し、その内容は経済発展、国民生活の向上と
教育の充実、自立外交、リオデジャネイロオリンピックにおけるメダルの獲得を祝福するもの
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 ウズベキスタンの鉄道はウズベキスタン鉄道（Uzbekistan Temir Yullari）によって運用さ
れているが元々はソビエト連邦時代にモスクワの方針で建設されたものであり、線路の幅は
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ベキスタン  NOW【第 33 号： 2014 年 9 月－11 月期】』2014 年、4 頁。※協力する現地専
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ヨーロッパ諸国や中国、韓国、アメリカ、オーストラリアなどがこの軌間を採用している。日
本は JR 在来線が 1067mm であるが新幹線は 1435mm である。 
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サステナビリティ株式会社）2013 年、2 頁。（2015 年 5 月 4 日閲覧） 
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道路 33.1％、鉄道 28.5％となっている537。一方で平均貨物輸送キロは、道路 22.6km 、鉄道


















                                                                                                                                                           
「中国からバクー港に初の鉄道コンテナ、欧州アジア貿易を変える」『共同通信』2015 年 8 月
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ウズベキスタンでは 2010 年に大統領令 1446 において「インフラ、通信、交通の分野におけ
る開発促進」がなされ、鉄道の開発と近代化が優先すべき 10 項目の中に含まれた546。政府は



























JICA の 2012 年 12 月のプレスリリースによると、カルシ～テルメズ間の電化による鉄道整
備は、ウズベキスタンが他国を経由せずにアフガニスタンに至る唯一の鉄道インフラを整備す
るという重要なものであるとしている549。なお、他国（この場合はトルクメニスタン）を経由
                                                   
546 高橋久恵『タシグザール・クムクルガン鉄道新線建設事業』JICA（外部評価―EY 新日本
サステナビリティ株式会社）2013 年、5 頁。（2015 年 2 月 14 日閲覧） 
http://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2013_UZB-P8_4_f.pdf 
547 国際協力機構「ウズベキスタン国鉄道電化に関する情報収集・確認調査ファイナルレポー
ト」2013 年、17 頁。（2015 年 2 月 14 日閲覧） 
http://open_jicareport.jica.go.jp/pdf/12121992.pdf 
548 高橋久恵「タシグザール・クムクルガン鉄道新線建設事業」JICA（外部評価―EY 新日本
サステナビリティ株式会社）2013 年、2 頁。（2015 年 2 月 18 日閲覧）。 
http://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2013_UZB-P8_4_f.pdf 
549 国際協力機構「ウズベキスタン共和国向け円借款契約の調印」2012 年 02 月 28 日。（2015
年 3 月 4 日閲覧）http://www.jica.go.jp/press/2011/20120228_01.html 
132 
 































                                                   
550 国際協力機構「ウズベキスタン共和国政府向け円借款契約の調印について」2004 年 10 月
15 日。（2015 年 3 月 4 日閲覧） 
http://www.jica.go.jp/press/archives/jbic/autocontents/japanese/news/2004/000091/index.ht
ml。 
551 柳沢香枝「中央アジアにおけるロシア及び中国の影響」『第 140 回 中央ユーラシア調査会』 



















Central Asia Regional Economic Cooperation）による交通および経済回廊の充実を目的とし











内は 50km となっている。プロジェクトは少なくとも 200 億元となると中国政府は推定してい
るが、資金不足などもあり、着工や開通は遅れている。2012 年中国側の工事が着工されるこ
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[引用] O'zbekiston Temir Yo'llari “The scheme of railways of the Republic of Uzbekistan” 







（図 4）図 3 のカルシ（Карши）～テルメズ（Термез）間拡大図。左上がウズベキスタン、右上がタジキスタ
ン、左下がトルクメニスタン、右下がアフガニスタン。 
[引用] O'zbekiston Temir Yo'llari “The scheme of railways of the Republic of Uzbekistan” 
（2018 年 5 月 9 日閲覧） 
http://railway.uz/en/interaktivnye_uslugi/skhema_dorog/ 
 
（図 5）図 3 のタシケント～フェルガナ間拡大。Хaвaстから Кокaнд までのタジキスタンを経由するのが従来
の路線。Aнгренから Пaпまでが 2016 年中国の支援で作られた新線。 
[引用] O'zbekiston Temir Yo'llari “The scheme of railways of the Republic of Uzbekistan” 
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行われており、Baboev、Morgounov、Muminjanov（2015 年）が Tolstov（1948 年）より引
用したところによると、紀元前 2000 年頃にはホラズム地域において小麦生産のために作られ
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ら 1933 年においては 145 万～175 万人のカザフ人が餓死したとも言われている594。これは当
時のカザフの人口の 4 割に達するとされている。 
ソ連中央はカザフスタンにおけるこの事態を重く受け止め、集団農場と土着の氏族制度の融
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流国」に位置づけられるカザフスタンの 4-6%、トルクメニスタンの 0 に比べればまだ多いが、
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油、天然ガスで年間 10 億ドル、輸入額の 4 割にも達した。野部（2010 年）によれば 1992 年
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20 万 ha）と灌漑による農業（20 万 ha）の両方が行われているとされる。天水による農業が行















ることが出来るかどうか（つまり品質の確保）という 3 つの観点に注目している。Baboev ら
によると生産性は集約的な農法が使用できる新品種の方が確実に優ってはいるものの、上質な
パンを作ることができるかという品質性に関しては、必ずしも新品種が優れているわけではな
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殺された家畜の総重量が 1989 年の 157 万トンからカザフスタン農業が回復の釣行を見せ始め
た 2000年には 62万トンと 39%にまで低下し、牛乳も 1990年の 560万トンから 1997年の 333
万トンまで低下した614。 
しかし農業生産高自体は 1999 年頃より回復傾向にある。2013 年においては穀物輸出量が世




麦の作付面積は 1980 年代後半に 3500 万 ha であったのが 1999 年には 1530 万 ha にまで低下














の農地全体の 6 割を占めているとされる。人口が 1600 万人と少なく内需が少ないため穀物の
多くを輸出に回している。主な輸出先は近隣の中央アジア諸国であるがこれらの地域の需要に
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1992 年の 214 万トンから 2009 年の 739 万トンに増え、2003 年にはウズベキスタンは穀物の
完全自給を達成した620。ここで注目すべきはウズベキスタンの農地面積は 1992年の 422万 ha
から 2007年の 356万haとやや減少している点である。穀物生産高の上昇は綿花および飼料生
産からの転換によって成立している。例えば綿花の生産高は 1992 年には 423 万 5000 トンで
あったが、2009 年には 340 万トンに減少している621。綿花の生産量が穀物の生産量に抜かれ
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5-3.ウズベキスタン農業における日本へのニーズ（1990 年代～2000 年代） 
 ウズベキスタンには、シルカト（集団経営農業。1000－1500ha 規模）、フェルメル（小規模
な共同経営農場：30ha 規模）、デフガン（自営農場。0.1～0.25ha 規模）の 3 つの農業形態が
存在する625。その中で、カリモフは大統領でシルカトをフェルメルに転換し、フェルメルを増
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極的に海外に輸出しており、その輸出額は年間 21 億ドルにも達する642。2006 年イスラエルは
水技術の国際輸出額を 2 倍にするための「イスラエル・ニューテック」プログラムを国家とし
て承認、5000 万ドルの予算を投入することを決定した643。 
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イスラエルは 2007 年 10 月に中央アジア 5 カ国の専門家をイスラエルの CINADCO 訓練セ
ンターに招き、共同で「農業用水資源管理と節水技術」に関する 24 日間もの研究会を行なっ
た。さらに中央アジア 5 カ国の政府関係者を招いて 10 月 29 日から「水管理の原則と実践」と
いうテーマのセミナーを行っている654。これらの日程はイスラエルの水管理分野における最大
のイベント「WATEC 2007―国際水技術と環境管理展と会議―」に合わせたものである。 
2010 年代のイスラエルのウズベキスタンへの農業支援の中で大きな出来事は、2014 年 6 月
28 日のイスラエル農相 Yair Shamir のウズベキスタン訪問であろう655。ウズベキスタン農業・







例を挙げると、2008 年のイスラエル独立 60 周年の際、イスラエル駐タシケント大使はウズ
ベキスタンメディアの取材に対して、水管理、節水、水不足の環境の中での農業灌漑の発展と 
                                                   
650 Uzbekistan Ministry of Foreign Affairs,  ”Cooperation of the Republic of Uzbekistan 
with Near East, Middle East and African countries”.（2015 年 1 月 11 日閲覧） 
http://www.mfa.uz/en/cooperation/countries/376/ 
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[ 画 像 引 用 元 ]United Nations Industrial Development Organization “Water-Saving 












































Boddington（2017 年） によると、2017 年 4 月 19 日に開催された中国・ウズベキスタン政
府間協力委員会第 2 回農業分科会ではウズベキスタンのザイール・ミルザエフ農業・灌漑大臣
と、中国の韓長賦農業部長が共同議長を務め、二国間の農業分野における協力関係や共通の関
                                                   
656 “Israel-Uzbekistan: partnership grows stronger,” UzReport, 2008.3.14;.（2017 年 9 月 6
日閲覧）http://news.uzreport.uz/news_4_e_45211.html  
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2003 年 20 頁、59 頁。http://open_jicareport.jica.go.jp/pdf/11747110.pdf 
658 Niyazmetov. Davron, Inna. Rudenko, “Drip irrigation a Necessity in Uzbekistan”The 




659 2015 年 6 月 1 日、筑波大学、日本外務省欧州局中央アジア・コーカサス室室長七澤淳氏に
よる。 
660 農業部情報広報室「牛盾副部長、上海協力機構第三回農業閣僚会合に出席」2014 年 10 月






































                                                   
661 Boddington. Peter,  “2nd Meeting of China-Uzbekistan Agriculture Subcommittee held 
in Beijing” Kcombe, 2017.4.20;.（2017 年 9 月 3 日閲覧） 
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oddington 
662 2016 年 3 月 4 日、筑波大学、駐日タジキスタン共和国特命全権大使ザリフィ・ハムロホン
氏講演による。 
663 加藤学「トルクメニスタンの積極的中立外交―リージョナル・ハブとして台頭なるか―」
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2012 年のウズベキスタンの電力需要は、規格上では 1 万 2033MW に達する発電能力に対し
て 8260MW に達している。しかし設備の老朽化によって実際の発電能力は 7400MW 以下であ
る。そのため電力供給の信頼性が低くなっていると言える665。 
ウズベキスタンの電力会社は電力・電化省から 2001 年 8 月に国家合資会社である SJSC 
Uzbekenergo に再編された666。前述した通り、ウズベキスタンは水力発電を行っている「上流
国」であるキルギス、タジキスタンとは対称的に、火力発電がそのウエイトを占めており、発




必然的に老朽化の問題が浮上することになる。別の JICA 資料ではウズベキスタンの電力は 46
の発電所から供給され、電力量の 85%が火力で、12％が水力で賄われている667。火力発電の大
半が建造から 40-50 年の老朽化した発電所を稼働させている状態である。故に発電所の実際の











いている668。世界銀行が 2010 年に発表した『世界開発報告書』において記載された 65 ヵ国の
中で、ウズベキスタンにおける GDP1 ドル当たりの二酸化炭素排出量は 2.1kg と最悪レベルで
あった669。 
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方式が確立された 1980 年代、ガスタービン入口温度は 1100℃であったが、2012 年には 1600℃
で可動するガスタービンが導入されている。ちなみに入口温度を 100℃上昇させると熱効率が
2-3%上がるとされている677。 
二つ目がナマンガン地域において 800MW の発電能力を持つ 678トゥラクルガン





る。一方で中央アジア随一の農業地帯である事からウズベキスタンの人口の 3 割、約 1000 万
人が居住しており、人口密度も電力需要も高い。フェルガナ地域の電力需要は 1650MW とさ
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二つ目が天然資源において付加価値を付けるという方針である。2006 年 8 月の日本エネルギ
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2013 年には 27%に増大している692。これは前述（5 章 5）における中国とウズベキスタンの相
互依存の非対称性という点から、ウズベキスタンの大国からの自立を目指すカリモフ大統領に
とっては憂慮すべき傾向である。安倍首相はカリモフの自立志向を把握した上で敢えてタシケ
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6-6.ナヴォイ発電所の GTCC 発電プラント受注 
 ウズベキスタン国営電力会社ウズベクエネルゴがナヴォイ保有するナヴォイ発電所は、タシ
ケントの南西 360km の地点にあり、「ナヴォイ 1」と呼ばれる「第一施設」、「ナヴォイ 2」と
呼ばれる「第二施設」で構成されている694。 
 2013 年、三菱日立パワーシステムズ（MHPS）はナヴォイ 1 に M701F 型ガスタービン、蒸
気タービンなどを含む高効率発電設備で構成されるガスタービン・コンバインドサイクル
（GTCC）発電設備を納入した。この発電設備は、発電出力 45 万キロワット、1 時間あたり 2
億カロリーの熱併給を行う能力があるとされる。2016 年 10 月にも、三菱日立パワーシステム
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 2017 年 1 月、ウズベキスタンのウズベクエネルゴは、中国の珠海興業綠色建築科技有限公
司703（Zhuhai Singyes Green Building Technology）との間にサマルカンドにおいて 100 メガ
ワットの太陽光発電所の設計、建設、運用を行う 1 億 4700 万ドルのプロジェクトに関する契
約を交わした。これは 1 月 14 日付でアゼルバイジャンのメディアが報じた704。このプロジェ
クトで注目すべき点は、2 つあると考えられる。第一に、最終的には 2 億ドルに達するとされ
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 “Chinese company to build solar power plant in Uzbekistan,” AzerNews, 2017.1.14;（2017
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Asian Development Bank,“Uzbekistan: Samarkand Solar Power Project,”2015;.（2017 年







タンにおいて再生可能エネルギーの開発が進み、509 億 7300 万トンの石油が節約されると報
じている。主要な融資者であるアジア開発銀行は、ウズベキスタンにおける太陽光発電の発展
に関する具体的な技術指標も示しており、プロジェクトにおける主要な 2 つのコンポーネント




(i) construction of a 100 megawatt (MW) grid-connected crystalline photovoltaic (PV) 
power plant with single axis tracking system; 
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「始動する日韓グリッド接続構想 アジア電力網の試金石」『日本経済新聞』2011 年 12 月 29

































































































































































































ウズベキスタンの大統領として、1991 年の独立から 2016 年 9月の死去に至るまで大統領の地
位に居続けた。 








倣って 1990 年 3 月に共和国大統領に就任する709。当初はソ連の枠組みの中でウズベク社会主
義共和国の自治権拡大を目指すが、ソ連の混乱が拡大するに従ってその方針に見切りを付け、 



















                                                   
709 外務省「イスラム・カリモフ・ウズベキスタン共和国大統領略歴」。（2015 年 5 月 4 日閲覧）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/uzbekistan/cv/r_karimov.html） 
710 ティムール・ダダバエフ『社会主義後のウズベキスタン-変わる国と揺れる人々の心』アジ
ア経済研究所、2008 年、103 頁。 
711 須田将「ウズベキスタン」松本弘編『中東イスラーム諸国民主化ハンドブック 2009』人間
文化研究機構地域研究推進事業「イスラーム地域研究」、東京大学拠点、2009 年、283 頁。 
712 ティムール・ダダバエフ『社会主義後のウズベキスタン-変わる国と揺れる人々の心』アジ









2016 年 9 月 2 日のカリモフ死去から 1 週間後の 9 月 8 日より、ウズベキスタン大統領代行
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 メディアの予想通り 12 月の選挙では圧倒的多数で当選したものの、当初はカリモフの政策
を継承するものと見なされていた。しかし、周辺国との関係改善に積極的な動きを見せ、日本








 1958 年生まれ。タシケント出身。独立後は対外経済活動国民銀行総裁を務め、1998 年に財
務相、2000 年に副首相およびマクロ経済統計相、2003 年より副首相および経済相・統合経済
部門の代表を務め、2005 年からは第一副首相および経済相・経済部門・消費財・商業部門、










                                                   
723 韓国首相 ウズベク・サウジ・トルコ歴訪から帰国」『聯合ニュース』 2016 年 5 月 24 日
付。（2016 年 12 月 4 日閲覧） 
http://japanese.yonhapnews.co.kr/headline/2016/05/24/0200000000AJP2016052400340088
2.HTML 
724 Williamson, Hugh, Steve. Swerdlow, “Uzbekistan’s Leader Talks Rights, Now More 
Action Needed－Forced Labor in Cotton Fields, Repression of Civil Society, Should 
Change” Human Rights Watch, 2017.9.21;.（2017 年 9 月 24 日閲覧） 
https://www.hrw.org/news/2017/09/21/uzbekistans-leader-talks-rights-now-more-action-nee
ded 
725 須田将「ウズベキスタン」松本弘編『中東イスラーム諸国民主化ハンドブック 2014 第 2
巻アジア編』人間文化研究機構地域研究推進事業「イスラーム地域研究」東京大学拠点、2014
年（73-100 頁）82 頁。 
726 須田将「ウズベキスタン」松本弘編『中東イスラーム諸国民主化ハンドブック 2014 第 2
巻アジア編』人間文化研究機構地域研究推進事業「イスラーム地域研究」東京大学拠点、2014























った。2018 年 1 月 30 日、イノヤトフは職を解任されたと国営紙が伝えた732。この動きを海外
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